
 
〒020-0693 岩手県滝沢市巣子 152-52 

 

平成 26 年 3 月 5 日 

 報道関係各位 

地域団体を対象とした業務支援システムについて 

～産直運営/福祉相談業務を対象とした学生による研究事例～ 

本学大学院ソフトウェア情報学研究科の学生による研究として、地域団体を対象とした業務支援

システムを提案開発し、運用と評価を経て２つの研究結果がまとまりましたので、お知らせします。 

本学ソフトウェア情報学部では、学生の教育研究の機会として地域の自治体や企業、団体等と連

携してその業務改善や課題解決につながるシステムの提案や開発に取組む事例が多くあります。 

それらの中から「農事組合法人産直センターあかさわ」および「岩手県高齢者総合支援センター」

を対象とした業務支援システムについて、下記のとおり取り組み内容をお知らせします。 

本学の教育研究と地域との連携の事例として、多くの方に知っていただきたいので、ご取材等に

ついてよろしくお願いたします。 

 

記 

  1.「農産物産地直売所を対象とした業務支援システム」 

   （1）研究実施者：岩手県立大学大学院ソフトウェア情報学研究科 博士課程 2 年 高島祐貴 

   （2）概   要： 農産物産地直売所（産直）を対象とした、生産者主体の在庫管理による負担軽減

などを目的とする業務支援システムを構築。「農事組合法人産直センターあかさわ

（岩手県紫波町）」を導入事例として、平成 19 年 2 月の「入荷管理システム」を皮

切りに、平成 26 年 2 月の「在庫調整支援システム」まで合計 5 つのシステムを導

入し、拡張を行いながら運用しています。 

本年度は、産直と生産者間の情報共有や売上・在庫状況を考慮した出荷提案など

を行う「在庫調整支援システム」を構築。従来、産直で用いられていたメールによ

る生産者ごとの売り上げ情報配信に加え、売上分析にもとづき「売り筋情報」や「品

薄情報」を産直から生産者へ配信できるように拡張し、品揃えの充実を行うもので

す。この仕組みを導入している産直は全国でも珍しく、魅力的な産直が多い岩手県

において在庫管理業務を支援する上で有用な仕組みと言えます。 

            ※システムの全容等については別紙資料①をご覧ください。 

  2.「福祉相談業務を対象とした業務支援システム」 

   （1）研究実施者：岩手県立大学大学院ソフトウェア情報学研究科 博士課程 2 年 藤野一也 

   （2）概   要： 福祉相談業務は、相談員の担当案件の増加や、内容の多様化などの課題を背景に

情報技術活用の必要性が求められています。相談対応内容の情報共有や事例分析に

よる情報活用ができる「福祉相談業務支援システム」を構築し、平成 23 年 4 月か

ら「岩手県高齢者総合支援センター（公益財団法人いきいき岩手支援財団）」へ導入

し、日常業務で運用活用をしていただいています。 

平成 25 年 11 月には、相談事例をテキストマイニングで分析し、相談傾向の把握

や類似案件検索を行えるように機能拡張を行いました。高齢化社会の福祉相談業務

における情報技術活用の先進的な取組として、他の団体での日常業務の参考になる

仕組みと言えます。 

            ※システムの全容等については別紙資料②をご覧ください。 

 

【本件に関する問合せ先】        ソフトウェア情報学部 准教授 堀川三好（℡ 019-694-2638） 
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